
逆
さ
富
士
を
湖
面
に
望
む

山梨県・富士河口湖温泉郷　秀峰閣　湖月 兵庫県・
湯村温泉　朝野家

全
て
を
源
泉
掛
け
流
し
で

兵庫県・
洲本温泉

　 淡 路 イ ン タ ー
　　ナショナルホテル　ザ・サンプラザ

「
と
と
の
う
」環
境
が
充
実

香 川 県 ・
こんぴら温泉郷

湯 元
こんぴら温泉華の湯　紅梅亭


種
類
の
湯
巡
り
満
喫

愛媛県・
道後温泉　道後プリンスホテル

趣
異
な
る
湯
浴
み
を
堪
能

湖
の
絶
景
を
眺
め
開
放
感
堪
能

長野県・白樺温泉　池の平ホテル＆リゾーツ

静岡県・修善寺温泉　新井旅館
湯
殿
も
館
も
登
録
文
化
財
の
宿

静岡県・観音温泉 飲泉、自家源泉かけ流しの秘湯　観音温泉 奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

広
々
と
し
た
湯
殿

　
兵
庫
県
湯
村
温
泉
の
朝
野
家
（
朝
野
泰

昌
社
長
）
は
、
自
ら
が
五
つ
の
源
泉
を
保

有
し
、
毎
分
４
３
０
㍑
、

・
４
度
の
高

温
の
湯
を
自
然
湧
出
。
こ
れ
ら
を
大
浴
場

は
も
と
よ
り
全
て
の
客
室
で
掛
け
流
し
で

使
っ
て
い
る
。
「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
全
て

天
然
温
泉
」
。
客
室
の
洗
面
所
ま
で
温
泉

の
旅
館
は
珍
し
い
。

　
大
浴
場
、
露
天
風
呂
は
「
彦
星
」
「
織

姫
」
が
あ
り
、
男
女
入
れ
替
え
制
。
大
浴

場
は
ひ
の
き
の
香
り
が
す
が
す
が
し
い
広

々
と
し
た
湯
殿
。
露
天
風
呂
は
情
緒
あ
ふ

れ
る
わ
ら
ぶ
き
屋
根
と
大
き
な
水
車
を
し

つ
ら
え
た
、
豪
快
さ
と
シ
ズ
ル
感
が
溶
け

合
っ
た
空
間
。
露
天
風
呂
か
ら
地
下
に
下

り
る
と
地
熱
を
利
用
し
た
地
熱
低
温
サ
ウ

ナ
「
夢
千
代
洞
」
が
あ
る
。

　
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素
塩
・

塩
化
物
・
硫
酸
塩
泉
。
肌
を
柔
ら
か
く
、

白
く
、
つ
る
つ
る
に
す
る
「
美
肌
の
湯
」

だ
。

　
温
泉
街
の
中
心
「
荒
湯
」
（
源
泉
）
で

は
、
高
温
の
湯
つ
ぼ
を
使
っ
た
ゆ
で
卵
作

り
が
体
験
で
き
る
。併
せ
て
楽
し
み
た
い
。

　
▽
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
湯
１
２
６

９
。
☎
０
７
９
６
（
９
２
）
１
０
０
０
。

https://www.asanoya.co.jp/

　
淡
路
島
・
洲
本
温
泉
の
「
淡
路
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
　
ザ
・
サ
ン
プ
ラ

ザ
」
（
樫
本
文
昭
社
長
）
は
、
海
に
面
し

た
全
室
が
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
絶
景
の

宿
。晴
れ
た
日
に
上
る
朝
日
が
感
動
的
だ
。

　
従
来
の
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、
貸
し
切

り
風
呂
も
良
い
が
、
昨
年
ホ
テ
ル
の
南
側

庭
園
内
別
棟
に
二
つ
の
施
設
、
展
望
大
浴

場
「
遊
湯
」
と
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
ウ
ナ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、今
話
題
を
集
め
て
い
る
。

　
展
望
大
浴
場
「
遊
湯
」
は
、
紀
淡
海
峡

を
一
望
し
、
窓
か
ら
吹
き
抜
け
る
爽
や
か

な
海
風
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
湯
あ
み
を
楽

し
め
る
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
ウ
ナ
は
、
高
温
低
湿
の

ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
と
は
異
な
る
低
温
高
湿
の

サ
ウ
ナ
。
温
度
が
物
足
り
な
い
と
い
う
人

は
ロ
ウ
リ
ュ
を
す
る
こ
と
で
温
度
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
８
月
、
た
る
型
の
「
バ
レ

ル
サ
ウ
ナ
」
も
オ
ー
プ
ン
。
１
棟
貸
し
切

り
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
、
保
温
性
に

優
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
産
の
パ
イ
ン
材
を

使
用
。
「
と
と
の
う
」
環
境
が
さ
ら
に
充

実
し
た
。

　
▽
兵
庫
県
洲
本
市
小
路
谷
１
２
７
９
の


。
☎
０
７
９
９
（
２
３
）
１
２
１
２
。

https://www.the-sunplaza.co.jp/

昨
年
完
成
の
海
風
が
通
る
展
望
大
浴
場

（
男
女
入
れ
替
え
制
）
「
遊
湯
」

庭
園
露
天
風
呂
　
右
の
湯

　
旅
行
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

の
一
つ
は
温
泉
。
道
後

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル（
佐
渡
祐
収
社
長
）は
、

大
浴
場
と
庭
園
露
天
風
呂
が
二
階
層
に
ま

た
が
る
湯
処
が
自
慢
。
大
浴
場
に
は
メ
イ

ン
浴
槽
の
ほ
か
、
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
、
シ
ル

ク
バ
ス
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ
ウ
ナ
、
ス
チ
ー
ム

サ
ウ
ナ
な
ど
を
備
え
、
庭
園
露
天
風
呂
で

は
釜
、
瓶
、
小
判
、
檜ひ

の
き

、
石
切
、
岩
、

八
角
檜
、
寝
風
呂
の
八
種
の
趣
の
異
な
る

湯
浴
み
が
堪
能
で
き
る
。

　
ぜ
い
た
く
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
が

過
ご
せ
る
貸
し
切
り
露
天
風
呂（
檜
、桶
、

陶
器
、
石
）
は
、
温
泉
宿
・
ホ
テ
ル
総
選

挙
で
四
国
エ
リ
ア
１
位
を
獲
得
。
み
か
ん

ボ
ー
ル
の
湯
、
ま
ん
が
の
湯
、
さ
ま
ざ
ま

な
館
内
イ
ベ
ン
ト
、
レ
ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
の
送
迎
な
ど
、
子
供
に
も
人
気
の

演
出
も
多
彩
で
、
ま
る
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク

気
分
で
滞
在
を
楽
し
め
る
。

　
道
後
エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
道
後
温
泉
本

館
が
５
年
半
ぶ
り
に
全
館
営
業
再
開
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
に
は
新
駅
舎
が
誕
生
す

る
な
ど
、
地
域
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。

　
ホ
テ
ル
は
今
年

月
に
創
業

周
年
を

迎
え
、会
席
料
理
も
一
新
。魅
力
満
載
の
記

念
プ
ラ
ン
の
企
画
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
道
後
姫
塚
１
０
０
。

☎
０
８
９（
９
４
７
）５
１
１
１
。https

://www.dogoprince.co.jp

睡
蓮
＝
家
族
用
の
「
琵
琶
湖
風
呂
」
を

改
装
。
風
呂
底
に
は
名
残
石
が
残
る
。

天
平
大
浴
堂
に
用
い
ら
れ
た
瓦
や
檜
を

使
用
す
る
な
ど
、
過
去
か
ら
現
代
へ
続

く
歴
史
を
取
り
入
れ
た
意
匠

天
平
大
浴
堂
＝
昭
和
６
年
か
ら
３
年
の
歳
月
を
か
け
て
建
築
。

大
き
な
岩
盤
は
川
よ
り
続
く
巨
石

　
修
善
寺
温
泉
の
中
央
に
位
置
す
る
新
井

旅
館
（
相
原
昌
一
郎
社
長
）
は
、
時
代
を

代
表
す
る
文
化
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
純
日

本
旅
館
。
明
治
５
年
、
「
養
気
館
新
井
」

と
し
て
開
業
。
昭
和

年
代
ま
で
に
主
要

な
施
設
が
整
え
ら
れ
、
現
存
す
る
最
古
の

建
築
で
あ
る
青
州
楼
は
、
唐
破
風
付
き
の

城
郭
風
建
築
で
、
六
角
塔
屋
を
備
え
、
修

善
寺
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
敷

地
内
の
建
物

棟
が
国
の
登
録
有
形
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
昭
和
９
年
築
で
法
隆
寺
食
堂

な
ど
の
建
物
を
模
写
し
て
造
ら
れ
た
総

檜ひ
の
き

造
り
の
湯
殿
「
天
平
大
浴
堂
」
は
お

堂
の
よ
う
な
高
い
天
井
と
美
し
く
精
緻
に

組
ま
れ
た
木
組
み
が
圧
巻
。
歴
史
画
の
大

家
、
安
田
靫
彦
氏
の
設
計
で
、
様
式
、
材

質
、
技
術
全
て
に
優
れ
た
名
建
築
と
い
わ

れ
る
。
台
湾
か
ら
運
ん
だ
檜
の
芯
去
り
材

を
使
い
、
浴
槽
の
縁
は
伊
豆
石
を
刻
み
、

柱
石
に
は

人
が
か
り
で
１
日

㌢
し
か

動
か
せ
な
い
巨
大
な
も
の
を
据
え
た
。
天

平
大
浴
堂
を

年
に
わ
た
っ
て
照
ら
す
燈

火
は
、
文
化
勲
章
叙
勲
者
の
香
取
秀
真
氏

の
作
だ
。

　
ほ
か
に
も
、
宿
の
歴
史
の
端
緒
と
な
っ

た
「
あ
や
め
風
呂
」
、
文
豪
、
芥
川
龍
之

介
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
と
い
う
貸
切
風

呂
「
翡
翠
」
や
、
八
角
屋
根
を
抱
き
、
天

平
大
浴
場
に
用
い
ら
れ
た
檜
の
ス
ト
ッ
ク

か
ら
八
角
湯
淵
を
刻
ん
だ
「
睡
蓮
」
な
ど

多
彩
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
浴
室
内
か
ら

池
中
の
コ
イ
を
眺
め
る
と
い
う
風
流
な
仕

掛
け
を
擁
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
半
露
天
風
呂
「
折
節
の
湯
　
雪

花
」
も
含
め
、
全
て
天
然
温
泉
掛
け
流
し

で
提
供
す
る
。

　
木
造
一
部
３
階
建
て
で
客
室
数
は


室
。
屋
根
付
き
の
渡
り
の
橋
が
、
新
井
旅

館
の
本
館
と
い
う
べ
き
「
月
の
棟
」
と
、

そ
の
奥
の
宿
泊
棟
と
を
連
絡
す
る
。
廊
下

は
、
床
に
小
幅
板
を
目
透
か
し
に
貼
っ
て

池
の
水
流
を
見
せ
る
趣
向
と
な
っ
て
い

る
。

　
料
理
は
、
新
鮮

な
海
山
の
幸
に
料

理
人
が
腕
を
ふ
る

う
自
慢
の
会
席
料

理
。
季
節
に
よ
っ

て
献
立
が
変
わ

る
。

　
▽
静
岡
県
伊
豆

市
修
善
寺
９
７

０
。
☎
０
５
５
８

（
７
２
）
２
０
０

７
。https://arairy

okan.net/

観音温泉ピグマリオン
部屋付き露天風呂

日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」観
音
温
泉（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間
に
た
た

ず
む
極
上
源
泉
の
一
軒
宿
。
昭
和

年
、

先
代
社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯
と

と
も
に
「
観
音
像
」
を
出
土
、
観
音
温
泉

が
産
声
を
あ
げ
た
。

　
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
で

硬
度
１
未
満
の
超
軟
水
の
温
泉
が
三
つ
の

源
泉
か
ら
合
わ
せ
て
毎
分
５
０
０
㍑
も
の

勢
い
で
湧
出
し
、
そ
の
泉
質
は
〝
美
肌
の

湯
〟
を
超
越
し
て
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と
ま

で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
飲
ん
で
お

い
し
く
飲
泉
に
も
最
適
で
、
酸
性
に
偏
り

が
ち
な
身
体
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

の
温
泉
水
「
飲
む
温
泉
・
観
音
温
泉
」
は

過
去
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
最

高
金
賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を
同
時
受

賞
。
都
内
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
ー
プ

に
も
使
用
さ
れ
、観
音
温
泉
で
は
、煮
る
、

炊
く
、
蒸
す
、
蒸
か
す
な
ど
全
て
の
調
理

に
こ
の
温
泉
水
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
豊
か
な
檜ひ

の
き

の
香
り
が
漂
う

「
大
総
檜
風
呂
」
や
星
空
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
感
動
的
な
「
星
空
の
満
天
露
天
風
呂
」

な
ど
の
「
ガ
ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」
に
加

え
、
近
年
で
は
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

が
大
好
評
。
日
帰
り
温
泉
や
貸
し
切
り
風

呂
で
極
上
源
泉
を
堪
能
で
き
る
。
そ
し
て

宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天
風
呂

付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、
満

天
檜
風
呂
付
き
の
「
本
館
」
、
豊
か
な
森

林
ゾ
ー
ン
に
た
た
ず
む
庭
園
檜
風
呂
付
き

の
「
正
運
館
」
、
そ
し
て
今
春
、
四
つ
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
誕
生
と
と
も

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
産
土

（
う
ぶ
す
な
）
亭
」
の
４
館
か
ら
な
る
。

産
土
亭
は
３
世
代
の
家
族
が

同
時
滞
在
で
き
る
ゆ
と
り
の

ス
ペ
ー
ス
。
一
部
に
は
、
足

湯
も
設
置
さ
れ
星
空
を
眺
め

な
が
ら
家
族
団
ら
ん
で
の
語

ら
い
も
魅
力
。
そ
し
て
特
筆

す
べ
き
は
、
全
館
客
室
ま
で

全
て
の
湯
船
が
〝
源
泉
か
け

流
し
〟
で
あ
る
こ
と
。
館
内

は
極
力
段
差
を
な
く
し
、
全

て
の
大
浴
場
に
手
す
り
を
完

備
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
十

分
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１

０
９
２
の
１
。
☎
０
５

５
８
（
２
８
）
１
２
３
４
。

https://www.kannon-onsen.
com/

（７） 第３２４４号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１１月１１日（月曜日）

露
天
風
呂
「
黒
富
士
」

富士山眺望足湯テラス　水月

　
富
士
河
口
湖
北
岸
に
建
つ
秀
峰
閣
　
湖

月
（
小
佐
野
国
博
社
長
）
は
、
全
て
の
部

屋
と
露
天
風
呂
か
ら
、
左
右
対
称
に
広
が

る
富
士
の
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
晩
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
雪
化
粧
を

施
し
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
を
添
え
た
富

士
山
が
宿
泊
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
条

件
が
合
え
ば
、
逆
さ
富
士
が
湖
面
に
現
れ

る
。

　
殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富
士
」
、
ご
婦
人

露
天
風
呂
「
赤
富
士
」
は
、
い
ず
れ
も
正

面
に
河
口
湖
、
そ
の
先
に
富
士
を
望
む
絶

景
の
浴
場
。

　
殿
方
大
浴
場
「
ふ
じ
桜
」
は
サ
ウ
ナ
風

呂
付
き
。
ご
婦
人
大
浴
場
「
お
と
め
桜
」

は
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
付
き
で
、
脱
衣
場
に

は
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と
小
さ
い
子
ど
も
の

着
替
え
に
利
用
で
き
る
畳
を
設
け
、
女
性

客
の
利
用
に
配
慮
し
て
い
る
。
両
浴
場
と

も
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
は
さ
え
ぎ
る
物
が

一
切
な
い
、
雄
大
な
富
士
を
望
む
。
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
も
完
備
し
、
極
上
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

　
２
階
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
富

士
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
が
堪
能
で
き
る
足

湯
付
き
の
部
屋
と
、
足
湯
と
露
天
風
呂
両

方
が
付
い
た
部
屋
を
備
え
て
い
る
。

　
昨
年
３
月
１
日
に
は
３
階
の
温
泉
露
天

風
呂
付
き
客
室
４
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

ベ
ッ
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
畳
の
上
で

は
な
く
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で

ゆ
っ
く
り
と
部
屋
食
を
楽
し
め
る
よ
う
に

し
た
。
庭
園
テ
ラ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
「
富
士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
　
水
月
」

で
は
、
河
口
湖
越
し
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な

姿
の
富
士
山
が
、
湖
面
に
映
る
逆
さ
富
士

と
と
も
に
望
め
る
。
旬
の
新
鮮
な
食
材
を

生
か
し
た
料
理
長
こ
だ
わ
り
の
会
席
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
富
士
山

を
独
り
占
め
す
る
ぜ
い
た
く

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
。

　
館
内
の
浴
場
は
足
湯
も
全

て
天
然
温
泉
を
引
い
て
お

り
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関

節
痛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

病
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
泉
質
は
カ
ル
シ
ウ

ム
、ナ
ト
リ
ウ
ム
、硫
酸
塩
、

塩
化
物
温
泉
（
低
調
性
・
ア

ル
カ
リ
性
・
高
温
泉
）
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
河
口
２
３
１
２
。

☎
０
５
５
５
（
７
６
）
８
８

８
８
。http://www.kogetu.c

om/

敷
地
内
に
湧
く
「
花
て
ら
す
」
の

露
天
風
呂

　
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華
の
湯
紅
梅
亭

（
近
兼
弘
幸
社
長
）
は
、
三
つ
の
湯
処
に


種
類
の
風
呂
が
あ
り
、
ぜ
い
た
く
な
湯

巡
り
が
満
喫
で
き
る
。自
家
源
泉
を
含
め
、

二
つ
の
異
な
る
源
泉
か
ら
な
る
温
泉
を
堪

能
で
き
る
。

　
「
花
て
ら
す
」
は
、
季
節
の
花
と
緑
に

彩
ら
れ
た
庭
園
に
面
し
た
露
天
風
呂
と
大

浴
場
が
魅
力
。
打
た
せ
湯
、
檜ひ

の
き

風
呂
、

岩
風
呂
、
立
ち
湯
な
ど
、
多
彩
な
入
浴
空

間
を
備
え
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　「
花
す
み
か
」の
女
性
用
の
湯
処
で
は
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
バ
ラ
や
ラ
ン
の
花
が
浮

か
ぶ
露
天
風
呂
「
は
な
露
天
」
が
人
気
。

男
性
用
に
も
露
天
風
呂
が
あ
り
、
男
女
の

内
風
呂
に
は
檜
風
呂
を
備
え
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
は
「
り
ら
っ
く
す
ふ
ろ

あ
　
花
く
ら
ぶ
」
に
「
星
湯
」
「
月
湯
」

の
二
つ
の
露
天
風
呂
が
あ
る
。

　
客
室
数
は
計

室
。
こ
の
う
ち
温
泉
露

天
風
呂
付
き
は
和
室
・
和
ベ
ッ
ド
タ
イ
プ

６
室
、
リ
ビ
ン
グ
ス
イ
ー
ト
６
室
（
１
室

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
イ
プ
）、コ
ー
ナ
ー
ス

イ
ー
ト
４
室
の
計

室
。
食
事
は
、
割
烹

ダ
イ
ニ
ン
グ
「
丸
忠
」
等
で
讃
岐
の
山
海

の
味
覚
を
生
か
し
た
料
理
が
味
わ
え
る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
５
５
６
の

１
。
☎
０
８
７
７
（
７
５
）
１
１
１
１
。

https://www.koubaitei.jp/

展望サウナ－ｋｕ－

湖
畔
混
浴
　
空

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
（
矢
島

義
擴
社
長
）
は
、
１
９
５
５
年
の
創
業
時

か
ら
営
業
し
て
き
た
本
館
を
解
体
し
、


階
建
て
の
新
本
館
を
全
面
改
築
し
て
２
０

２
３
年
の
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
通
り
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
白
樺
湖
の
ほ
と
り
で

心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
る
。

　
ホ
テ
ル
の
大
浴
場
は
「
天
然
温
泉
　
湖

天
の
湯
」
で
、
北
八
ヶ
岳
・
蓼
科
山
の
源

泉
、
樽
ヶ
沢
温
泉
の
湯
を
堪
能
で
き
る
。

「
湖
畔
混
浴
　
空
（
そ
ら
）
」
と
、
男
女

入
れ
替
え
制
の
内
湯
「
木
の
湯
」
「
石
の

湯
」の
三
つ
の
湯
処
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
湖
畔
混
浴
　
空
」
か
ら
は
高
原
の
雄

大
な
景
色
が
広
が
り
、
白
樺
湖
と
湯
面
が

一
体
化
し
た
よ
う
な
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
露

天
風
呂
。
セ
ル
フ
ロ
ウ
リ
ュ
が
完
備
さ
れ

て
い
る
「
展
望
サ
ウ
ナ
―
ｋ
ｕ
―
」
か
ら

も
白
樺
湖
の
眺
望
を
楽
し
め
て
、
レ
イ
ク

リ
ゾ
ー
ト
の
開
放
感
に
包
ま
れ
る
。
水
風

呂
は
蓼
科
山
の
伏
流
水
の
か
け
流
し
で
サ

ウ
ナ
好
き
も
注
目
だ
。
水
着
着
用
の
混
浴

エ
リ
ア
で
、
家
族
や
友
人
同
士
で
入
浴
を

楽
し
め
る
。

　
内
湯
は
、
木
曽
ひ
の
き
を
あ
し
ら
っ
た

「
木
の
湯
」
と
天
然
石
を
基
調
と
し
た

「
石
の
湯
」
。
男
女
入
れ
替
え
制
な
の
で

宿
泊
す
れ
ば
趣
の
異
な
る
二
つ
の
温
泉
に

入
浴
で
き
る
。
い
ず
れ
の
浴
場
に
も
露
天

風
呂
や
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ
ュ
付
き
の
サ
ウ
ナ

が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
入
浴
後
は
蓼
科
山

の
伏
流
水
と
炭
酸
水
が
湯
上
が
り
ラ
ウ
ン

ジ
で
楽
し
め
る
。

　
屋
内
型
温
泉
街
「
し
ら
か

ば
仲
見
世
」
は
、
角
打
ち
ス

タ
イ
ル
の
屋
台
で
地
ビ
ー
ル

や
地
酒
が
味
わ
え
、
信
州
の

民
芸
品
や
特
産
物
が
並
ぶ
。

夕
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、

の

個
店
や
コ
ー
ナ
ー
が
並
ぶ
リ

ゾ
ー
ト
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
シ

ェ
フ
が
目
の
前
で
仕
上
げ
る

信
州
や
旬
の
食
材
を
使
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
え
る
。

　
池
の
平
ホ
テ
ル
の
総
客
室

数
は
、
新
本
館
、
東
館
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
館
を
合
わ
せ
て
２

４
５
室
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
白
樺

湖
。
☎
０
２
６
６
（
６
８
）

２
１
０
０
。https://www.sh

irakabaresort.jp/


